
資
料
　
大
分
県
下
刊
行
文
芸
誌
一
覧

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

　
総
合
誌
　
『
碧
蹄
』
２
号
（
掘
賢
次
、
掘
雅
彦
　
大
分
市
）
、
『
言
語

　
　
　
　
　
革
命
』
（
都
甲
一
生
　
八
坂
村
）

　
詩
　
誌
　
『
自
由
文
化
』
（
是
永
勉
　
大
分
市
）

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

　
総
合
誌
　
『
二
豊
文
学
』
（
神
敏
夫
　
大
分
市
）
、
『
あ
こ
が
れ
』

　
　
　
　
　
　
（
日
田
市
）
、
『
豊
州
文
学
』
（
豊
州
文
学
社
　
大
分
市
、

　
　
　
　
　
　
『
二
豊
文
学
』
　
『
あ
こ
が
れ
』
を
合
併
、
改
題
）
、
『
暖
流
』

　
　
　
　
　
　
（
臼
杵
文
学
社
　
臼
杵
町
）
、
『
九
州
浪
漫
社
　
大
分
市
』
、

　
　
　
　
　
　
『
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ａ
』
（
え
る
び
す
・
そ
さ
え
て
）
、

　
　
　
　
　
　
『
大
分
評
論
』
（
山
田
政
治
　
大
分
市
）
、
『
二
豊
随
筆
』

　
　
　
　
　
　
（
二
豊
随
筆
社
　
大
分
市
）

　
詩
　
誌
　
『
風
見
鶏
』
（
三
島
潤
　
大
分
市
）
、
『
砕
氷
船
』
（
日
田
文

　
　
　
　
　
化
協
会
詩
人
サ
ー
ク
ル
　
日
田
市
）

　
歌
　
誌
　
『
新
道
』
（
新
道
社
　
中
津
市
）
、
『
に
ぎ
た
ま
』
（
全
九
州

　
　
　
　
　
ア
ラ
ラ
ギ
会
　
日
田
市
）
、
『
臼
陽
歌
人
』
（
下
郡
峯
生

　
　
　
　
　
臼
杵
町
）
、
『
新
樹
』
（
橋
本
文
彦
　
大
分
市
）

　
俳
　
誌
　
『
紫
苑
』
（
紫
苑
社
　
別
府
市
）
、
『
虹
波
』
（
虹
波
会

　
　
　
　
　
増
刊
号
は
神
崎
村
、
以
後
大
分
市
）
、
『
大
由
布
』
（
大
由

　
　
　
　
　
布
社
　
別
府
市
）
、
『
飛
煌
』
（
飛
煌
社
　
阿
南
村
）

昭
和
二
十
年
～
昭
和
四
十
四
年
（
創
刊
号
不
明
分
は
発
行
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
ら
か
な
分
を
掲
載
し
た
）

　
佃
　
謡
　
『
僅
謡
耕
人
』
（
耕
人
社
　
別
府
市
）
、
『
花
火
』
（
川
柳
花

　
　
　
　
　
火
大
分
吟
社
　
臼
杵
町
）

二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

　
総
合
誌
　
『
風
焔
』
（
二
豊
文
学
会
　
玖
珠
町
）
、
『
エ
リ
ー
ト
』

　
　
　
　
　
　
（
エ
リ
ー
ト
社
　
大
分
市
）
、
『
大
分
春
秋
』
（
大
分
春
秋

　
　
　
　
　
社
　
別
府
市
）

　
歌
　
誌
　
『
現
象
』
（
現
象
短
歌
会
　
別
府
市
　
６
号
か
ら
『
朱
竹
』

　
　
　
　
　
と
改
題
）
、
『
南
風
』
（
清
時
荒
二
　
日
田
市
）
、
『
水
芥
子
』

　
　
　
　
　
　
（
山
本
伊
敏
　
別
府
市
）
、
『
二
豊
歌
人
』
（
明
石
勝
己

　
　
　
　
　
国
東
町
）
、
『
青
蛾
』
（
仲
貞
由
基
　
宇
佐
町
）

　
僅
　
謡
　
『
ゆ
り
か
ご
』
（
上
屋
珀
夢
〈
北
彦
〉
　
杵
築
町
）

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

　
総
合
誌
　
『
大
分
評
論
』
（
復
刊
　
大
分
市
）
、
『
青
窓
』
（
第
一
高
女

　
　
　
　
　
大
分
市
）

　
詩
　
誌
　
『
詩
郷
』
（
大
分
県
詩
人
倶
楽
部
　
大
分
市
）
、
『
心
象
』

　
　
　
　
　
（
心
象
社
　
大
分
市
）

　
歌
　
誌
　
『
八
雲
』
（
八
雲
短
歌
会
　
別
府
市
）
、
『
歌
帖
』
（
歌
結
社

　
　
　
　
　
伊
美
村
）

二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

　
詩
　
誌
　
『
文
芸
牧
場
』
（
松
山
多
可
子
’
糸
口
村
）
、
『
山
郷
』
（
津

３１



　
　
　
　
　
房
村
）
、
『
い
づ
み
』
（
庄
内
村
）
、
『
青
磁
』
（
津
久
見
町
）
、

　
　
　
　
　
　
『
若
草
』
（
野
津
原
村
）
、
『
誌
郷
』
を
『
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
・

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｅ
・
Ｍ
Ｅ
Ｒ
』
改
題

　
俳
　
誌
　
『
飛
煌
』
（
４
月
号
か
ら
『
菜
殼
火
』
と
改
題
）

　
川
柳
誌
　
『
窓
』
（
大
分
番
傘
川
柳
会
　
大
分
市
）
、
『
川
柳
文
化
』

　
　
　
　
　
　
（
別
府
番
傘
川
柳
会
　
別
府
市
）

二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
歌
　
誌
　
『
白
魚
』
（
白
魚
歌
会
）

　
職
場
サ
ー
ク
ル
誌
　
『
エ
ス
プ
リ
』
（
電
産
県
支
部
　
大
分
市
）

二
十
六
年
二
九
五
一
）

　
総
合
誌
　
『
文
芸
風
土
』
（
大
分
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
　
大
分
市
）

　
詩
　
誌
　
『
Ｇ
Ｕ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
』
（
諌
山
昌
信
・
江
川
英
親
・
平

　
　
　
　
　
沼
芯
吉
　
日
田
市
）
、
『
断
層
』
（
断
層
発
行
所
　
由
布
川

　
　
　
　
　
村
）

二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

　
総
合
誌
　
『
風
土
』
（
風
土
発
行
所
　
大
分
市
）
、
『
高
校
文
芸
』
（
大

　
　
　
　
　
分
高
文
連
　
大
分
市
）

　
俳
　
誌
　
『
石
』
（
石
発
行
所
　
大
分
市
）

二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

　
総
合
誌
　
『
拘
橘
』
春
爛
漫
号
（
大
分
県
立
病
院
）
、
『
大
分
に
こ
よ

　
　
　
　
　
ん
』
（
大
分
市
）
、
『
坦
塙
』
九
巻
一
号
（
大
分
大
学
学
芸

　
　
　
　
　
学
部
文
芸
部
）

　
詩
　
誌
　
『
銀
河
系
』
（
銀
河
系
発
行
所
　
大
分
市
）
の
ち
『
掲
示
』

　
　
　
　
　
と
改
題

　
川
柳
誌
　
『
川
柳
お
お
い
た
』
（
木
本
夜
潮
　
大
分
市
）

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

　
総
合
誌
　
『
東
九
州
文
学
』
（
東
九
州
文
学
同
人
会
　
大
分
市
）
、

　
　
　
　
　
　
『
二
豊
雑
筆
』
（
豊
州
雑
筆
社
　
別
府
市
）

三
十
年
（
一
九
五
五
）

　
総
合
誌
　
『
ル
ボ
ア
』
三
号
（
別
府
大
学
文
芸
部
　
別
府
市
）

　
職
場
サ
ー
ク
ル
誌
　
『
文
芸
』
（
全
医
労
別
府
市
部
文
芸
部
編
発
行

　
　
　
　
　
別
府
市
）

　
詩
　
誌
　
『
詩
壇
現
象
』
（
雨
辺
都
良
夫
）
、
『
結
ん
だ
手
』
３
号

　
　
　
　
　
　
（
詩
サ
ー
ク
ル
木
曜
会
　
大
分
市
）

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

　
歌
　
誌
　
『
竹
田
短
歌
』
（
竹
田
短
歌
会
　
竹
田
市
）

三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

　
総
合
誌
　
『
気
団
』
（
気
団
発
行
所
　
宇
佐
町
）
、
『
芽
』
第
十
五
号

　
　
　
　
　
　
（
グ
ル
ー
プ
窓
　
竹
田
市
）

　
詩
　
誌
　
『
生
活
』
（
生
活
詩
友
会
　
国
東
）

三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

　
歌
　
誌
・
『
月
集
』
（
村
上
富
六
編
　
豊
後
高
田
市
）
、
『
文
芸
大
分
』

　
総
合
誌
　
（
大
分
県
民
会
議
編
発
行
　
大
分
市
）

　
狸
　
謡
　
『
日
本
僅
謡
』
（
日
本
裡
謡
作
家
連
盟
　
杵
築
）

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

　
俳
　
誌
　
『
干
潟
』
（
足
立
雅
泉
　
宇
佐
町
）

三
十
六
年
二
九
六
一
）

　
職
場
サ
ー
ク
ル
誌
　
『
い
づ
み
』
二
号
（
ト
キ
ハ
従
業
員
組
合
　
大
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分
市
）

　
俳
　
誌
　
『
箭
山
』
（
荒
川
紫
洋
　
中
津
市
）

三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

　
詩
・
歌
誌
　
『
牙
』
（
長
尾
素
明
　
石
田
比
呂
志
　
中
津
市
）
、
『
対

　
　
　
　
　
話
』
（
対
話
の
会
　
大
分
市
）

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

　
歌
　
誌
　
『
大
分
歩
道
』
（
歩
道
短
歌
会
大
分
支
部
　
大
分
市
）

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

　
総
合
誌
　
『
臼
杵
文
学
』
（
の
ち
『
東
九
州
文
学
』
と
解
題
、
臼
杵

　
　
　
　
　
文
学
同
人
会
　
臼
杵
市
）
、
『
仙
人
掌
』
（
仙
人
掌
の
会

　
　
　
　
　
大
分
市
）

　
歌
　
誌
　
『
ふ
る
さ
と
』
（
松
本
政
博
・
奥
田
昭
　
中
津
市
）
、
『
湾
』

　
　
　
　
　
　
（
長
尾
素
明
　
中
津
市
）

　
児
童
文
学
誌
　
『
メ
ル
ヘ
ン
』
七
号
（
大
分
県
児
童
文
学
研
究
会

　
　
　
　
　
別
府
市
）

　
職
場
サ
ー
ク
ル
誌
　
『
流
域
』
（
県
庁
文
学
サ
ー
ク
ル
　
大
分
市
）

四
十
年
（
一
九
六
五
）

　
総
合
誌
　
『
文
芸
風
土
』
（
文
芸
風
土
事
務
所
　
別
府
市
）
、
『
蟹
』

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
俊
計
　
大
分
市
）
、
『
新
大
衆
文
学
』
（
九
州
大
衆

　
　
　
　
　
文
学
会
　
大
分
市
）

　
職
場
サ
ー
ク
ル
誌
　
『
や
ま
な
み
』
（
九
電
大
分
支
社
　
大
分
市
）

　
詩
　
誌
　
『
門
』
（
藤
井
国
武
　
国
東
町
）

　
川
柳
誌
　
『
川
柳
高
崎
山
』
（
大
分
県
番
傘
連
合
会
編
）

四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

　
総
合
誌
・
『
板
山
文
芸
』
（
板
山
文
芸
同
人
会
　
別
府
市
）
、
『
ノ
ー

　
歌
　
誌
　
ト
』
（
日
本
民
主
主
義
同
盟
別
大
支
部
　
大
分
市
の
ち

　
　
　
　
　
　
『
大
分
文
学
』
と
改
題
）
『
邪
馬
台
』
（
耶
馬
台
発
行
所

　
　
　
　
　
中
津
市
）
、
『
黒
点
』
（
大
分
大
学
経
済
学
部
文
芸
部
）
、

　
　
　
　
　
　
『
風
』
（
田
口
游
　
竹
田
市
）

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

　
総
合
誌
　
『
文
藻
』
（
別
府
文
学
サ
ー
ク
ル
　
別
府
市
）
、
『
ひ
ろ
ば
』

　
　
　
　
　
　
（
大
分
県
児
童
文
学
研
究
会
編
）
、
『
稜
』
（
稜
ぐ
る
う
ぶ

　
　
　
　
　
別
府
市
）

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

　
総
合
誌
　
『
軌
道
』
（
軌
道
グ
ル
ー
プ
　
別
府
市
）

　
詩
・
川
柳
誌
　
『
生
理
』
（
生
理
社
　
別
府
大
学
）
、
『
川
柳
ふ
な
い
』

　
　
　
　
　
　
（
大
分
番
傘
川
柳
会
）

四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

　
総
合
誌
　
『
氷
塊
』
（
同
人
氷
塊
　
大
分
市
）
、
『
別
府
文
学
』
（
別
府

　
　
　
　
　
文
学
会
　
別
府
市
）
、
『
日
田
文
学
』
（
久
恒
隆
弘
　
日
田

　
　
　
　
　
市
）

　
以
上
は
『
大
分
県
史
』
現
代
編
Ⅱ
「
第
一
章
　
戦
後
の
文
学
と
文
学

運
動
（
古
庄
執
筆
）
」
に
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
実
物
を
確
認
で
き
な

い
ま
ま
の
も
の
な
ど
あ
る
が
、
今
後
漸
次
正
し
く
し
て
い
き
た
い
。
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